
世界史B  近現代 22 東アジアの変遷と改革(1)
1,清朝の衰退
18世紀末　人口増→耕地不足⇨貧窮農民の宗教反乱
1796年　(　　　　　　)1教徒❖aの乱
　　 　　四川・陜西・湖北の山間部→1804年まで鎮庄に9年。清朝の国家財政は枯渇 

　　❖a---(　　　　　　　)2菩薩を信仰し「弥勒下生」を願う浄土教系結社。南宋~清まで。
1813年　(　　　　　　)3教徒(白蓮教の一派)の反乱→(　　　　　　)4の紫禁城にまで攻めこむ
　　　　(　　　　　　)5=農村の秩序を守る地主中心の自衛組織→清朝の正規軍にかわって大きなカ
2,アヘン戦争(1840~42)
　イギリス東インド会社→清から茶・生糸などを輸入　清への輸出商品は少ない
　　　　　　　　　　　　多くの銀を中国に支払う→(　　　　　　)6貿易
イギリス　18世紀末に(　　　　　　)7の習慣化→茶輸入激増
　┏1793年マカートニー，1816年アマーストをそれぞれ清に派遣
　　　　　→貿易制度の改善=(　　　　　　)8以外の港の開港など=を要求→清朝は拒否
　┗インド農民に栽培させたケシからとれる(　　　　　　)9を清に輸出，銀の回収をはかる。
　　　清の茶→イギリス　　　　　　イギリスの機械製(　　　　)10→インド　　　　
　　　　　　　　　　インド産アヘン→清に輸出　　　　　　　　　　　　　→(　　　　　　)11貿易
1830年代　┏インド産アヘンの流入が激増→国民の心と体をむしばむ
　　　　　┗(　　　　　)12の大量流出→銀の価値暴騰→清の経済を混乱させ　清朝財政難
　　　　銀貨と銅貨の交換比率に不均衡→銀だて納税制→銅貨収入にたよる民衆に不利
　　　　　┏明代からの抗租=(    　　　     )13の不払い=とともに
　　　　　┗抗糧→土地税=(　　　　　)14の減免を求める運動が激化
1839年　道光帝(位1820~50)は(　　　　　　)15❖b(1785~1850)を広州に派遣
　　　　┏イギリス商人から大量のアヘンを没収して廃棄
　　　　┗イギリス→四十数隻の大艦隊を派遣して長江以南の沿海地域を次々に攻撃、南京にせまる→アヘン戦争
　　❖b---福建省生まれ。27歳で科挙合格。地方官・長官として農村再建・治水・不正官吏処分をすすめ、アヘン根絶に
　　　　取り組む。1838年アヘン禁輸担当の欽差大臣=皇帝勅任=に任命。友人の魏源は1843年「海国図志」出版。「夷
　　　　の長技を師とし、以て[　　　　　　]16を制す」→幕末の日本に紹介され、大きな影響。
1842年　(　　　　　　　)17条約　翌年虎門寨追加条約
　　　　　┏イギリヘの(　　　　　　)18島の割譲，賠償金2100万$。　　　
　　　　　┣広州など5港=長江以南の広州・厘門・福州・寧波・(　　　　　　)19の開港
　　　　　┗広州(　　　　　　)20の廃止
　　　　　┏(　　　　　　)21裁判権(治外法権）　最恵国待遇など
　　　　　┗(　　　　　　)22自主権を喪失
　　(    　　　　     )23団→広州地方の郷紳と民衆が組織し英軍に抵抗。長期間，英軍の広州入城を阻む
1844年　同じ不平等条約をアメリカ(望厦条約)・フランス(黄埔条約)ともむすぶ。
1845年~ 上海などに(　　　　　　　)24=外国の行政権を認める=清の警察権、司法権が及ばない=設置
3,アロー戦争(1856~60)
1856年 (　　　　　　　)25号事件❖cを口実に貿易の拡大のため，[　　　　　　　]26とともに出兵
　　　　⇒アロー戦争=第二次アヘン戦争
　　❖c---広州でアロー号に清朝の官史がのりこみ海賊行為をした中国人乗組員を逮捕した際、英国旗を引き下ろしたと
　　　　いう理由。 フランスは1856年フランス宣教師が広西省で清朝の官吏に処刑されたことを理由に。
　　→イギリス・フランスは広州を占領，天津に迫る。
1858年　(　　　　　　)27条約 (露・米・英・仏)　　 清朝は批准を拒否→戦争再開
　　　　→イギリス・フランス軍は首都北京を占領、(  　　　　      )28園も略奪，破壊。

1860年　ロシアの調停で講和が成立→天津条約の批准とともに[    　　　　    ]29条約も締結
　天津条約┏外交官の北京駐在
　　　　　┣(　　　　　　)、漢口、九江、台南、牛荘など10港の開港
　　　　　┣キリスト教布教の自由
　　　　　┣賠償金の支払い。英仏に600万両の銀。
　　　　　┣外国船の[    　　　　     ]3通行権。
　　　　　┗貿易(アヘンを含む)、内地旅行の自由、治外法権など
　北京条約(英・仏・露)
　　　　　┏(　　　　　　　)3の開港。外国公使の北京駐在。
　　　　　┗(　　　　　　　)32半島南端の英への割譲

4,ロシアの国境策定
1847年　東シベリア総督ムラヴィヨフ(1809～81)、アムール川=(　　　　　　)33地方を占領
1858年　(　　　　　　　)34=愛揮=条約---清と締結
　　　　 →アムール川(黒龍江)以北の土地を獲得。ウスリー川以東は共同管理。
1860年　(　　　　　　　)35条約(露清)---調停の報償としてウスリー江以東の(　　　　　　　)36を得る
1872年　(　　　　　　　　　)37港=不凍港=に海軍基地をきずく
1875年　日本と(       　　　　      )38交換条約締結→樺太=(        　　　　　   )39を領有
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